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塾技 

 
チャレンジ！入試問題 

 

気温と湿度②    ～天気の変化～ 
 

問題 



 

 

 

（1）グラフより，気温 3℃のときの飽和
ほ う わ

水蒸気量は 6gとわかるので， 

    

 

 

 83% 

 

 

 

（2）暖房
だんぼう

器具を使うと部屋の温度が上がるため，飽和水蒸気量も大きくなる。（1）の湿度の式で，分子の値は変わらな

いまま分母の値だけ大きくなるので，湿度は下がることになる。 

 ア 

 

 

 

（3）エアコンで空気を暖めても，空気中に含
ふく

まれる水蒸気の量は変わらない。これに対して石油は，生物の死がいなど

が変化してできた物質であり，石油を燃やすと，水蒸気と二酸化炭素が発生する。そのため，エアコンと石油ストー

ブでそれぞれ同じ気温まで空気を暖めた場合，（1）の湿度の式で，分母は同じ値でも分子の値は石油ストーブで暖め

たときの方が大きくなり，湿度は下がりにくくなる。 

 ウ 

 

 

 

（4）グラフより，気温 28℃のときの飽和水蒸気量は 27g なので，気温 28℃，湿度 85%の空気中に含まれる水蒸気の量

は，27 × 0.85 = 22.95〔g〕とわかる。よって，飽和水蒸気量が約 23gとなるときの気温まで冷やすと結露
け つ ろ

するので，

グラフより，最も近い温度は 25℃とわかる。 

 エ 

 

 

 

（5）グラフより，気温 27℃のときの飽和水蒸気量は約 26g なので，気温 27℃，湿度 39%の空気中に含まれる水蒸気の

量は，26 × 0.39 = 10.14〔g〕とわかる。グラフより，飽和水蒸気量が 10.14gより小さくなるのは 11℃（このときの飽

和水蒸気量は 10g）のときとわかるので，27－11 = 16〔℃〕気温が下がると結露して雲が生じる。 

よって，100 × 16 = 1600〔m〕上昇したときと求められる。 

 エ 

 

 

  

解答 －チャレンジ！入試問題－ 

解答・解説 

答 

答 

答 

答 

答 

31m g
% 100

g

5 100 83.3 83 %
6

 

  

空気 中にふくまれている水蒸気の量〔 〕
湿度〔 〕

その温度での飽和水蒸気量〔 〕

…→ 〔 〕


